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      6 月に世界文化遺産に登録された富士山（帯那山より５月 8 日撮影）      

1963 年 10 月 14 日第三種郵便認可
第 52 巻 6号 通巻 550 号

2013 年 7 月１日発行
（毎月１回１日発行）

ISSN 1342-5463

《
市
民
生
活
と
文
化
（
近
代
～
現
代
》 

グラビア  【作曲部会 作品展 2013】

論壇  諏訪根自子と潮田益子 助川 敏弥

リレー連載 未来の音楽人へ（6）  戸引 小夜子

海外レポート ロシア滞在記  恵藤 幸子 

連載 

音・雑記―ひなの里通信―（59）

名曲喫茶の片隅から（40）

   音盤奇譚（45）

私とラジオ・ドラマ（12）

        福島日記（21）

 電子楽器レポート（7） 阿方 俊

明日の歌を （第 7回：MITTENWALD 稲原和雄氏に訊く） 橘川 琢

コンサート・レポート 作曲部会作品展 2013  

 シューベルトの「未完成交響曲」を完成に導く為の予備的考察・Ⅱ  ロクリアン・正岡

高
橋 

通 
･ 

吉
田 

卓 

2013 年 

7 月号



読者の皆様へ 
 

いつも本誌のご購読をありがとうございます。私たちは音楽家、舞踊家、芸術愛好家のために手作りで雑誌

発行に励んでおります。読者の皆様へ、お願いとお知らせがありますので、お読みいただきたく存じます。 

 

○お願い 

１ 読者をご紹介ください。 

今本誌では一人でも多くの読者を求めております。ご紹介ください。 

年間定期購読者ご紹介の方にはご購読の号を３号延長してお送り致します。 

２ 本誌の取扱店＝本屋さんをご紹介ください。 

詳細の打ち合わせは当方で致します。こちらも前項同様のお礼を致します。 

月刊「音楽の世界」出版部 

○お知らせ：日本音楽舞踊会議へのお誘い 

 

◆会員へのお誘い 

本会は一つの専門だけではなく、声楽、器楽、作曲、研究、評論、教育、軽音楽、舞踊、などさまざまなジ

ャンルの専門家で構成される団体です。機関誌として、この「音楽の世界」を発行し、演奏会、ゼミナール、

研究会などを開催するほか、会報、メールマガジン、ホームページの発行や、会員同士の交流、情報交換など

もあり、さまざまなジャンルの人との交流が出来るのはこの団体の特徴です。 

正会員の会費は年額 22,000 円、準会員の会費は年額 15,000 円です。他に 30 歳未満の方を対象とした青年会員

（年額 11,000 円）という特典制度があります。青年会員は役員の被選挙権を有さない以外は、正会員と同等の

権利を有します。 

 

◆賛助会員へのおさそい 

 本会の活動に協賛し、ご支援下さる方々を対象とした制度です。所定の年会費を納めて頂くほか、どのよう

資格制限も無く拘束もありません。どなたでもお申し込み頂けます。本誌「音楽の世界」を毎号お送りする他、

本会が主催する演奏会などの事業に会員同様無料または会員割引料金で入場できます。 

年会費は１口 10,000 円で、１口以上からお申し込みになれます。 

 

◆会友制度について 

会友には研究員と維持会友があります。 

・研究員は本会を足場に、研究、音楽活動をして行く方々のための制度で、本会において研究員としての活動

を認められた方々は、会の主催行事（コンサート、研究会など）について、会員に準ずる条件で参加する権利

を有します。協力費として年額 5000 円の会友費が義務つけられますが、本誌「音楽の世界」を毎号お送り致し

ます。 

・維持会友は本誌や本会の活動に関心をお持ちの方は申し込みいただければ、どなたでも資格を得ることが出

来ます。協力費として年額 5000 円の会友費が義務つけられますが、本誌「音楽の世界」を毎号お送り致します。 

 

以上の記載事項について、詳しくは本会事務所（電話 03-3369-7496）へお問い合わせください。 

          日本音楽舞踊会議（℡/Fax03-3369-7496・e-mail:onbukai@mua.biglobe.ne.jp） 
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